
オンラインアセスメントツール治療者用マニュアル 

 

 

（１）発行されたログイン ID とパスワードを用いてシステムにログインしてください。利

用規約をよく読み、同意の上でご利用ください。ログイン後、患者一覧が表示されます。 

 

（２）新たに患者を追加する場合は「新規追加」を押してください。 

 

 

（３）患者情報を登録します。 

 

 

パスワードは自動生成

されます 

IDは任意のものを付与してください 

有効にすると管理者が回答内容を参照

できるようになります。 



（４）担当患者に対して質問紙、実験、日々の回答（経験サンプリング）を依頼することが

できます。担当患者をチェックすると、「質問紙」「実験」「日々の回答」のボタンがアクテ

ィブになりますので、依頼したいものを選択してください。 

 

直ちに依頼をするか、予約をしてください。日々の回答の場合は 1 日 1 回か 1 日 7 回かを

選択してください。予約をすると、予約日の朝 9 時に回答の依頼が行われます。1 日 7 回の

日々の回答を予約した場合は、朝 9 時から夜 21 時まで 2 時間おきに回答の依頼が行われま

す。 

なお、複数の患者にチェックを入れてから依頼をすると、まとめて回答依頼を送ることがで

きます。研究目的で多くのサンプルを対象とする場合などにご利用ください。 

 

（５）患者に LINE 通知登録をしてもらうと、依頼した内容がすぐに LINE で届くようにな

ります。担当患者にアカウントを登録してもらった後、LINE 通知をアクティブにしておい

てもらうと便利です（し、回答漏れを防ぐことにもなります）。 

 

（６）統計解析機能について 

1 人の患者にチェックを入れた後、表示ボタンを押してください。 

 

 



統計・解析のタブから質問紙のスコアや日々の回答（経験サンプリング）スコアの推移をグ

ラフ化できます。グラフを作成したい期間を指定してください。 

 

 

ネットワーク解析機能では、縦断的な解析によって中心性の高い変数の同定が可能です。 

（現在開発中につき気分のデータのみしか対応していません。徐々に機能拡充予定） 

 

 

 

 

 



参考情報 

 

実装済の質問紙リスト 

 

 

実装済の実験リスト 

・情動ストループ課題 

・自尊感情 Brief IAT 

 

実装済の日々の回答（経験サンプリング） 

・DAMS（福井, 1997 行動療法研究） 

・その他の気分項目（14 種類）（Clark et al., 2015 Cognition and Emotion） 

・RNT（反復的ネガティブ思考）項目（Rosenkranz et al., 2020 PLoS ONE） 

・PHQ-9 と GAD-7 の状態版（Marian & Sava, 2023 Cognitive Therapy and Research） 

・ストレスイベント経験（Carver, 1998 を改変） 

・精神病様症状（Monsonet et al., 2022 Journal of Clinical Science and Psychopathology） 

・マインドフルネス（Cognitive Affective Mindfulness Scale-Revised(Moore et al., 2016 

Journal of Psychiatric Research) 

・状態心配（Newman et al., 2019 Clinical Psychological Science を改変） 

・精神病理（An Inventory for Daily Expressions of Psychopathology; Wright & Simms, 2016） 

構成概念 尺度・課題名 出典・参考文献（原版） 出典・参考文献（日本語版）

抑うつ Patients Health Questionnaire-9 (PHQ-9) Kroenke et al. (2001)

抑うつ Major Depression Questionnaire (MDQ) Van der Does (2003) Matsumoto et al. (2020)

不安 Generalized Anxiety Disorder-7 (GAD-7) Spitzer et al. (2006)

OCD Padua Inventory Sanavio (1989) 杉浦 (2000)

評価懸念 Brief Fear of Negative Evaluation (BFNE) Leary (1983) 二瓶ら (2018)

双極性障害 Altman Self-Rating Mania Scale (ASRM) Altman et al. (1997) 松本 (未公刊)

衝動性 UPPS-P short Cyders et al. (2014) Kiire et al. (2020)

心配 Penn State Worry Questionnaire (PSWQ) Meyer et al. (1990) 杉浦・丹野 (2000)

反すう Rumination Reflection Questionnaire (RRQ) Trapnell & Campbell (1999) 高野・丹野 (2008)

反すう Leuven Adaptation of Rumination on Sadness Scale (LARSS) Raes et al. (2008) 松本・望月 (2015)

反すうについてのメタ認知 Positive Beliefs about Rumination Scale (PBRS) Papageorgiou & Wells (2001) 高野・丹野 (2010)

反すうについてのメタ認知 Negative Beliefs about Rumination Scale (NBRS) Papageorgiou & Wells (2009) Matsumoto & Mochizuki (2018)

不安感受性 Anxiety Sensitivity Scale-3 (ASI-3) Taylor et al. (2007) 福井ら (2011）

LCS Looming Maladaptive Style Questionnaire (LMSQ) Riskind et al. (2000) Sugiura & Sugiura (2012)

非機能的スキーマ Leiden Index of Depression Sensitivity-Revised (LEIDS-R) Van der Does & Williams (2003) 山本ら (2014)

マインドフルネス Five Facets Mindfulness Questionnaire (FFMQ) Baer et al. (2006) Sugiura et al. (2012)

パーソナリティ Ten Item Personality Inventory (TIPI) Gosling et al. (2003) 小塩ら (2012)

エフォートフル・コントロール Effortful Control (EC) Rothbart et al. (2000) 山形ら (2005)

思考抑制 White Bear Suppression Inventory (WBSI) Wegner & Zanakos (1994) 丹野 (2006)など

思考抑制 Thought Control Ability Questionnaire (TCAQ) Luciano et al. (2005) 小林ら (2016)

回避 Cognitive and Behavioral Avoidance Scale (CBAS) Ottenbreit & Dobson (2004) 高垣ら (2011)

回避 Acceptance and Action Questionnaire-II (AAQ-II) Bond et al. (2011) 嶋ら (2013)

認知的フュージョン Cognitive Fusion Questionnaire (CFQ) Gillanders et al. (2014) 嶋ら (2016)

アンヘドニア Responses to Positive Affect (RPA) Feldman et al. (2008) 甲田ら (2012)
a

出来事中心性 Centrality of Event Scale (CES) Berntsen & Rubin (2006) 松本 (準備中）

社会的問題解決能力 Means-Ends Problem Solving (MEPS) Platt & Spivack (1975) Hasegawa et al. (2015)

内受容感覚 Multidimensional Assessment of Interoceptive Awareness (MAIA) Mehling et al. (2012) Shoji et al. (2018)

朝方ー夜型 Morningness-Eveningness Questionnaire Ostberg (1973) 石原(1986)


